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胸部単純撮影 の 画質評価　管電圧 と被曝線 量 との 関係

長崎大学 医学 部附属病 院放射 線部

○鬼木　里佳　　 後藤　紳
一
　　 福 田　徹 福島　快 晶

1目的】当施設に 導入 されたイ ン バ ータ X 線撮影 装置で よ り最適な胸部単純写 真をえ るため，そ の 線質評価 ，

被曝線量の測定 と画像の 視覚評価を行い 両者 の 関係に つ い て検討 した．　 　　 　　 　　 表 1
【対象 および方法】

1．フ ィ リ ッブス 社製イ ンバ
ー

タ X 線撮影装置で 管電圧

80（2mmAl ），
100

， 120　kV につ いて Al 板 （X ライ ド社製）を用 い

て 減弱曲線を求め，各管電圧の 半価層，実効エ ネルギー，線質指

標，均等度を算出 した．（表 1） 実効 エ ネルギーの 算出は 1995年

光子 デー
タブ ッ ク の AI デー

タ を用い た．

2，

面の被曝線量を ア メ リカ ン プロ トコ ル に したが っ て 算出した ．

3．

管電圧　　半価層　エ ネル ギ
ー

線質指標 均等度

＿ （kV ） （ A）　 （kV ）一 （QI）　 （h）

8G （2  Al）　 4．43
　 100　　　　 4．18

　 120 　　　　 8，0G

46、945
．549

．8

G，59　　　　0，90
0．46 　　　　0．67
0．42　　　　0．66

フ ォ トタイ マ で胸部 フ ァ ン トム撮影 を し，こ の とき得 られた撮影条件 で 表面線量を測定 した ．フ ァ ン トム表

　 フ ォ トタイマ で 撮影管電圧 80（2mmAl ），100 ，120　kV で ボラ ン テ ィ ア男性健常例 5 例 の 胸部単純写 真を撮影
した．ウ ッ ダー

ドら の評価方法 に準 じ，放射線科医師 3名，診療放射線技師 3 名に より80vslOO ，80vsl20 ．
100vs120kV の 胸部単純写 真 につ い て 視覚的評価 を行っ た．こ の とき ス コ ア ラ

ー
には撮影管電圧 が わ か らな い よ

うに して判定して もらっ た．判定 の 方法は 10 項 目に つ い て 1、0〜 5．0 まで 0．5 きざみ の 9 段階評価で ， 3 を基 準

に して 対象 とする 管電圧 の 前者が 良 けれ ば 3 よ りも小さ くな り，後者が 良 けれ ば 3 よ り も大き く な る．また ，

デー
タ の 解析は各ス コ ア の 平均 値，標準偏差 を求め ，仮想平 均 3．00 に対 して の t検定 を行 っ た ．

【結果 】各管電圧 の 被曝 線量 の 測定値 と算出結果 を示す．（表 2 ）

ボラ ン テ ィ ア 被曝線量は 120kV （141．3）に対 して 100kV 　　　 　　　 　　　 表 2

（156．4），80kV （186、6）で はそ れぞれ 9．7％，24．3％ の 被曝

線量の 増加 が見 られた ．ウ ッ ダー ドらの 評価法で 判定

した結果を示す．（表 3 ）画質に つ い て は，縦隔部で は

120kV が，肺野部で は 100kV が有意に優れ て い た．

有意差は なか っ た が ， 80kV （2mmAl ）で は フ ィ ル タを

用 い た の で 肺野部の 画質 の向上が得 られた ．

8G （2mmAl ）kV 　 100kV 　　120kV

　 　 空中線量 （μR ＞

フ ァ ン トム 表面 線量（μR ）

フ ァ ン トム 被曝 線量 （μGy ）

ボ ラ ンテ ィ ア 被曝線 量 （μ Gy ）

23，2115

．41166

．2186
．6

23．43　　　　19、51

12．95　　　　11、03
13．97　　　　119．O
l56，4　　　　141．3

【ま とめ 】イ ンバ
ー

タ X 線撮影装置 で 胸部単純写 真撮影時の 被曝線量の測定 を行 っ た結果，管電圧が低 くな る

に つ れ被曝線量の 増加 が見 られたが，IAEA の ガイ ダンス レベ ル 400 μGy，NDD 法 の 平均線量 220μ Gy 以下 で

あ っ た。ウ ッ ダ
ー

ドらの評価法で は項 目別評価 と総合評価 （Overall）の 間には必ず しも相 関は なか っ たが，100kV

前後が最 も被曝線量と画 質 の バ ラ ンス が良い と考え られた，

Re　 ion 80vslOO 　　　 P イ直 80vs120 P 値 亘00vs120 P 値

表 3

　 Lung

　 a正「wayunobsoured

retrocardiao

subdiaphrag

Soft　Tissue

medlastinum

chest 　wallabdemwn

　 Bone

　 spmerib

／shQU 且der

Overall

2．73± O．30　　　　0．003
3．23± O．SO　　　　NS

2．80 ± 0．34　　　　NS

2．95± 0．32　　　NS

2．88 ± 0．28
2，S8± 0．22
3．00± 0．00

3，08 ± O．旦8
2．43± 0．正8
3．05± 0，46

SSNN

NSO

．001NS

3，23：ヒ0．38
2．93 ± 0．34
2．90 二辷0．38
3．10 ± 0．35

3．30± 0．34
2．88± O．22
3．10 ± 0．26

3．08± 0．41
2．43± O．18
3，10± 0，55

SSSSNNNN

0．001NSNS

NSO

，001NS

3．18± 0．25
2．73± 0．38
3．15 ± 0．29
3．03 ± O．30

3．15± 033

3、03± 0，20
2，98 ニヒ0．11

3．00± O．32
2．75± 0．26
2．93± 0．41

0．0050
、004NSNS

SSSNNN

0．DOINS

NS ：not 　significant Boneferroni近 似 に よ り P＝O．005 以 下 を 有 意差 あ りと した
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